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評価点 ５＝達成している（80％以上）

３＝普通（40％以上～60％未満

１＝全くあてはまらない（20％未満）

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅰ‐１
機関の理念、目的・目標や育成する人材像が明確となっている
か

5

・教育理念は定められており、HP・パンフレットでも一貫して公表
されている。
・法人の綱領の下、技能の向上や社会性の育成に取り組んでい
る。

Ⅰ‐２ その内容が社会のニーズに合致したものとなっているか 5
・時代のニーズに合わせた授業や行事の設定しカリキュラムに取
り入れている。
・担任制の強みを活かして学生にきめ細かい指導を行っている。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅱ‐１
機関の理念や目的に沿った運営方針、事業計画が策定されて
いるか

5

・年度ごとの目標設定に対する考課検証をベースに年度ごとの
目標・方向性が明らかに示されている。
・その年の周囲の環境などの状況や、前年度の反省点を踏まえ
て指導方針や目標を定めている。
・次年度の予算や予定が明確に決められているため、それに応
じて計画できる。
・定期的に学科・部内のミーティングを行い、具体的方策を検討
しながらより効果的な事業展開を継続している。

Ⅱ‐２ 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 4

・各学科での朝礼、ミーテイング、会議等が定期的に実施されて
いる。
・規定や規則の見直しや新規制定を行うなど、現状に見合ったよ
り効果的な取り組みが進められている。

Ⅱ‐３
組織や人事、財務に関する規定や意思決定システム、コンプ
ライアンス体制が整備されているか

4

・各役職者が自分の役割を認識し、組織として動いている。
・職階に準じた、より明確な意思決定システムを実行できてい
る。
・人事・財務面、コンプライアンス体制が整備されている。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅲ‐１
機関の理念、目的・目標や育成する人材像が明確となっている
か

4
・機関の理念に沿った人材育成が実施できている。
・社会的ニーズの的確な把握のため常に情報収集に心がけてい
る。

Ⅲ‐２ 学生が到達すべき日本語能力の目標が明示されているか 4
到達目標を明確にして、レベルに応じたカリキュラムを組んでい
る

Ⅲ‐３ 成績評価や進級、修了の判定基準は明確となっているか 4
・出席回数や単位認定の基準を教員、学生間で共有されてい
る。
・明確な基準が存在する。

Ⅲ‐４
教員の指導力向上のための取組、教育課程の改善のための取
組が行われているか

4
・授業見学の実施、学生アンケートを実施している。
・授業評価の実施により、講師への正確な評価を与えられてい
る。

４＝ほぼ達成している（60％以上～80％未満）

２＝やや当てはまらない（20％～40％未満）

Ⅰ、教育理念・目標・育成する人材像

Ⅱ、機関運営

Ⅲ、教育活動



番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅳ‐１
生徒の日本語能力の向上が図られているか、生徒の日本語能
力が機関が定める到達目標に達しているか

4 常に能力向上を図っており、定期的な試験により確認している。

Ⅳ‐２ 生徒の進路を適切に把握しているか 4

・講師が主体的に連携しながら就職・進学指導に取り組んでい
る。
・希望者への聞き取りや履歴書・面接指導を細かく行っている。
データベースも有効利用できている。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅴ‐１
生徒に対する学習相談や進路に対する支援体制が整備されて
いるか

4

・学生相談室に臨床心理士が配置されている。
・担任制の他にスクールカウンセリングや教室に入りにくい学生へ
の支援として保健相談室を導入し、支援に向けて取り組んでい
る。

Ⅴ‐２
健康管理や日本での生活指導などへの支援体制が整備され
ているか

4
・保健相談室にて支援に向けて取り組んでいる。
・多国語により生活指導を行っている。

V‐３ 防災に対する体制は整備されているか 4
・避難訓練を実施し、館内の防災設備の説明などを実施してい
る。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅵ‐１
日本語教育機関の施設・設備が、十分かつ安全に整備されて
いるか

5 基準通りに十分かつ安全に整えられている。

Ⅵ‐２ 教材は適切か 4 業界の動向を見据えながら適切な教材を選定している

Ⅵ‐３ 授業料は適切か 4 社会的動向を踏まえ妥当なものであると思料される

Ⅵ‐4 学習効率を図るための環境整備がなされているか 4
十分に整えられている。今後はデジタル化やオンライン化にも取
り組んでいく

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅶ‐１ 学生募集は適切に行われているか 4
・入学定員を満たしている。
・インターネットやSNS等、様々な手法を取り入れながら適切に行
われている。

Ⅶ‐２ 日本語教育機関の情報は正確に伝えられているか 4
海外協力機関との連携、ホームページや各種広報物により正確
に伝えている。

Ⅶ‐3 学納金は妥当なものとなっているか 4 社会的動向を踏まえ妥当なものであると思料される。

Ⅵ．教育環境

Ⅶ．学生の募集

Ⅳ、学習成果

Ⅴ．学生支援



番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅷ‐１ 中期的に学校の財務基盤は安定していると言えるか 4 概ね安定しているものと思料する。

Ⅷ‐２ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4
今後の学生募集の状況を踏まえ、さらに改善の余地はあるが現
状では概ね妥当であると思料する。

Ⅷ‐３ 財務について会計監査が適正に行われているか 5 概ね適正に行われている。

Ⅷ‐４ 財務情報公開の体制整備はできているか 5 規則の制定などを行い、概ね適正に行われている。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅸ‐１ 法令、設置基準等の順守と適正な運営がなされているか 5 ・法令に則った運営がなされている。

Ⅸ‐２ 個人情報の取り組み 4
・定期的な研修や各部署の責任者の監督のもと、個人情報の扱
いについての注意を徹底した体制を整えている。

Ⅸ‐３ 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 ・毎年、自己評価を実施しており、改善・改良に努めている。

番号 設問 評価 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅹ‐１ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 4

・近隣エリアへのボランティア活動、子どもの方を対象にした実
験教室の開催など社会への貢献活動を行っている。
・大阪市と協働で開催しているこども夢創造プロジェクトや、大阪
城トライアスロン大会への協力、高校での専門分野体験授業な
どを実施している。

Ⅹ‐２ 学生のボランティア活動を推奨し、支援しているか 4
・各学科ごとの取り組みとして実施している。
・積極的に推奨している。

以上

Ⅷ．財務

Ⅸ．法令等の順守

Ⅹ．社会貢献


